
日

健康なからだをつくり、
高い教養を身につける。

0'"あらゆる機会をとらえ学習に励む。。スポーツをさかんにし、すこやかな心とからだを

つくる。

金期
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(大洲市民憲、意)
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第 231号

の人口(5月 1日)

人口 38，289人
男 18，207人女

世帯数 ]0，454世帯

面積 240093平方キロメートノレ

発行大洲市役所

編集企画広報課

20，082人
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よ
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す

c

一
さ
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
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ナ五↑

子

さ

ん

と
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中
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年

桑

野

早
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登

録

申

請
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雲
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ミ
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方
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に
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さ

ん
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二

人

が

発

表
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幼

稚

園

児

や

議

録

の

申

請

が

本

人

で

あ

る

と

と

、

一

ま

ら

な

い

も

の
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一

一

小

学

校

二

二

年

生

の

山

叩

い

た

、

「

ぼ

又

は

本

人

の

意

思

に

去

っ

く

も

の

で

あ

一

例

摩

滅

し

た

り

、

ふ

ち

の

な

い

印

一

一

く

の

、

わ

た

し

の

お

雪

己

ん
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の

図

一

回

る

と

と

の

警

官

官

、

次

の
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ず

れ

か

で

一

鉱

や

印

影

が

不

鮮

明

な

も

の

。

一

交
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事

故
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日
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央
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4
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一

の
展
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を
す
る
な
Y)
感
謝
の
気
持
量
一
一
立
月
一
日
か
ら
、
市
立
大
洲
病
院
へ
一
行
い
ま
ず
か
ら
、
皇
引
証
な
ど
の
あ
る
一
六
、
登
録
及
び
印
錦
証
明
書
交
付
恒
例
一
の
月
刊
日
同
時
J
刊
時

6
月
1
日
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し
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の
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方
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持
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て

く

だ
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い

。
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6
月
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日
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ヂ

口

口

日

ヂ

ク

一

一
乙
の
白
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
優
良
母
一
(
内
科
担
当
)
と
藤
井
良
介
先
生
(
外
一
川
官
公
害
の
立
刊
行
し
た
皐
一
註
、
一
川
旧
大
山
川
町
の
方
は
不
庁
市
民
課
一
大
洲
市
役
所
第
一
会
議
室
ヂ
同
日
ク
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時
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E
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一
一
十
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一
団
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な
ど
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叛
の
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係
者
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t
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間
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し

た

十

一

引

い

犬
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百

石

川
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置
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れ

、

研

究
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わ

ら

熊

本
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了

大

洲

市

に
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い

て

印

土

日

正

問

肝
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配

当

時

民

工

会

事

務

室

干

一

1
j
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一

↑に

γ
な
み
「
母
視
の
日
ご

rh一
が
ら

i
一
人
で
子
供
た
ち
を
立
派
U
一
の
聞
手
と
し
て
教
べ
ん
を
執
ら
れ
て
お
一
を
し
て
い
る
人
か
ら
護
申
請
者
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一

く

了

配

ご

と

相

官

一

脳

陣

昨

限

山

地

一

ま
ご
と
ろ
に
書
す
る
と
と
も
に
日
一
書
さ
れ
る
な
ど
量
と
し
て
の
努
力
一
り
、
藤
井
先
生
は
、
長
崎
大
学
百
一
芸
人
に
相
違
な
い
こ
と
を

E
u
h
J
l

一

パ

月

U
1
1
1
7新
刊
図
書
案
内

i

る
い
豊
か
な
家
庭
と
住
み
よ
い
理
ヱ
が
認
め
ら
れ
て
の
表
彰
で
、
出
席
者
か
一
と
レ
て
の
研
さ
ん
を
積
ま
れ
て

j
j一
定
書
面
を
提
出
す
る
こ

ζ

一
行
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室

編

年

史
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目
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日
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の
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松

一
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日

「

の

着

任

に
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て

市

民
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日

日

日

目

立

谷
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賀
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氏

一
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之
江
郷
土
物
語
(
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喜
四
郎

一

信

江

表

彰

状

や

記

念

品

一

許

可

自

民

主

一

一

日

い

見

開

い

て

臨

む

討

す

ム

七

百

日

紅

何

十

肝

刊

誌

は

白

一

家

庭

一

一

一

一

一

堂
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会

福
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協

議
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…

一

一
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一

F

畏

ま

た
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こ

の

日

の

た

め

に

募

集

し

た

一

ご

し

ま

し

た

。

一

一

一

一

一

、

印

鑑

殺

録

証

の

交

付

?

一

賀

文

民

が

委

嘱

さ

れ

ま

し

た

。

一

伺

日
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半
i
げ
時
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一
夫
訳
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た
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さ
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の
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印

鑑
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号
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れ
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、

言

言
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行
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談

委
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は

、

閉

さ

ん
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た
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し
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日

、
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半
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灘

高

校

(

小

中

陽

太

郎

)

安
一

l

l

一

を

交

付

し

ま

す

。

亘

書

応

じ

て

、

そ

の

解

決

あ

っ

一

1
口

同

日

曜

は

除

く

す

ん

b
が

ら

や

上

)

(

童

館

)

相
一
印
鑑
登
誌
と
説
明
の
一
日
制
古
川
町
九
九
日
L

せ

U
H
U
U
H仁
社
工
市

i
j

オ
山
口
円
七
UUU
一日間

以

一

一

鋭

角

E
録

証

を

本

人

又

は

代

理

人

か

持

一

仕

事

に

つ

い

て

一

一

あ

さ

っ

て

の

風

(

三

浦

綾

子

)

長

一

手

議

き

が

変

わ

り

ま

す

一

童

話

す

れ

ば

、

印

鑑

証

明

書

室

一

マ

テ

キ

パ

キ

や

っ

て

も

ら

い

た

い

o

一

市

民

献

血

の

日

一

愛

す

る

こ

と

青

年

の

憲

I
(加
藤

市

一

一

一

一

一

上

一

一

付

さ

れ

ま

す

。

一

マ

ど

う

に

か

し

て

も

ら

い

た

い

。

一

毎

月

第

一

木

曜

日

7
ユ
イ
テ
ン
太
陽
(
福
島
正
実
)

村
一
大
洲
市
印
菱
商
の
改
正
に
伴
い
、
一
現
在
重
出
さ
れ
て
い
る
印
鑑
登
録
は
一
こ
の
期
間
に
出
者
φ
だ
け
室
主
し
て
一
五
、
内
記
録
で
き
な
い
印
鑑
一
マ
こ
う
す
れ
ば
よ
い
と
思
う

o

-

E

の

放

射

線

(

中

電

明

)

昭
和
五
+
年
十
一
月
一
日
か
ら
、
日
主
十
旦
二
十
一
日
で
抹
消
し
ま
す
の
で
、
一
ノ
¥
だ
さ
い
c

一
次
の
印
鑑
は
夜
重
担
録
鼠
宅
で
き
な
い
の
で
一
マ
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
勺
。
一
限
血
で
、
と
も
せ
愛
の
灯
、
い
の
ち
古
早
?
え
な
い
も
の
の
影
(
示
小
松
企
↑
芹
左
什ι一京尽5)

 

証
刷
即
一
の
万
法
誌
州
が
r
次
の
よ
さ
考γうつに変わ哲り、一宇十士一百け旦一百円以後印紙罫寸証詰泣詰苗一閉同童書百の、交亙一

τ一て、日思肝雌投盤問登旦義録の

従
米
の
一
直
且
思
一
接
雪
伎
卑
霊
寸
証
註
明
方
式
か
ら
間
接
証
明
一
付
+
品
を
均
守
己
申
請
さ
れ
る
場
ム
合
口
邑
は
、
新
し
く
印
一
印
鈴
の
同
見
緑
一
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
一
川
氏
名
以
外
を
表
わ
し
て
い
る
も
一
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
空
間
に
相
一
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
o

一
県
立
つ
一
日
ま
で
(
菅
生
浩
)

方

式

ヘ

改

善

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

王

将

録

が

必

要

と

な

り

ま

す

。

官

、

登

録

を

受

け

よ

う

と

す

る

印

銘

を

一

の

。

一

談

に

応

じ

ま

9
。

一

と

き

六

月

五

一

目

す

人

か

を
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れ

た

子

ど

も

た

ち

(

平

井

よ
り
正
師
、
迅
泌
な
事
務
処
理
と
な
り
一
こ
の
賞
録
切
り
替
え
を
七
月
一
日
か
一
自
ら
持
参
す
る
と
と
。
病
気
そ
の
他
で
一
同
コ
ム
印
そ
の
他
の
印
錨
で
変
形
一
相
談
場
所
一
午
前
九
盟
十
j
十
二
時
十
共
闘
き
は
一
フ
タ
じ
ゃ
な
い
ヨ
(
早
乙
女

ま
す

D

一
ら
十
塁
手
百
ま
で
行
い
ま
す
か
ら
一
自
ら
持
参
で
き
な
い
と
き
は
、
委
任
の
一
し
や
す
い
も
の
。
一
大
洲
市
民
会
館

T
E
L四
!
四
一
と
こ
ろ
市
立
大
洲
病
院
前
一
文
学
の
旅
日
伊
勢
ふ
ん
苧
紀
州

旨
を
証
す
る
書
面
を
添
え
て
代
理
人
に
一
小
川
印
影
の
大
き
さ
が
、
一
辺
の
長
一
一

C
五

た

だ

し

月

限

目

は

大

川

一

一

文

学

の

旅

日

四

国
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北

村

方

志

向

柵

1
1
1
1
1
1
1
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一
庭
の
木

H
花
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の
編
(
岡
本
省
吾
)

ゐ

γE主
主
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J
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J
H
J引
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島
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指
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炉
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阿
糊

¥¥24MυJ，
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臨
誠

L匂
一

本

の

服

飾
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河

附

附

J

突き

法
行
擦
を
議
ゆ
-
J

ア
羽
が
弘
前
令
今

f
認

望

丸

、

一

一

藤
町
史
認
g
p
Mぐ
れ
た
己
中
堅
一

57」
(

町

中

辛

口
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一

徳

利

と

否

(

小

松

正

衛

)

愛

媛

県

指

定

有

形

文

化

財

一

一

紙

人

形

(

石

均

駒

子

)

麟

鳳

閤

一

結

婚

式

の

マ

ナ

ー

l

(

石
倉
讐
)

所
在
地
大
洲
市
新
谷
町
新
谷
小
学
校
地
内
一
儀
間
比
呂
士
山
の
版
画
沖
縄

所

有

者

大

洲

市

一

戦

争

の

犬

た

ち

(

篠

原

慎

訳

)

(
昭
和
お
年

3
月
紅
白
指
定
)
一

一
東
甑
道
@
無
利
旅

(
f
f

沢
左
保
)

新
(
合
小
学
校
数
地
は
、
旧
新
谷
務
廊
下
を
は
一
ら
し
て
、
質
実
剛
出
な
中
一

一
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
山
(
安
川
茂
雄
編

陣
屋
跡
と
し
て
昭
和
三
十
一
年
九
月
に
も
気
品
の
高
い
も
の
で
す
o

明
治
一

一
パ
ウ
ン
一
ア
イ
男
の
叛
乱
(
金
田
翼
民
間
訳

三
十
日
に
大
洲
市
指
定
史
跡
と
な

J
J

に
な
ゥ
て
か
ら
は
新
谷
県
庁
パ
リ
一

て
い
ま
す
o
寛
永
二
十
年
(
一
六
四
学
校
、
青
年
学
校
、
公
民
館

rZ教
一
女
の
愛
に
つ
い
て
(
長
島
良
三
訳

三
年
A
「
か
ら
三
百
三
十
年
ほ
ど
前
)
育
施
設
と
な
り
現
在
に
至
っ
た
山
緒
一
あ
な
た
と
旅
と
音
楽
と
(
都
倉
俊
一
編

加
藤
直
泰
公
が
一
万
石
を
大
洲
務
か
あ
る
侍
一
物
で
す
o
終
戦
後
荒
隠
し
て
一
ら
く
ら
く
借
金
術
(
高
橋
秀
幸
)

ら
分
割
さ
れ
、
そ
の
後
九
代
泰
令
会
い
た
の
を
新
谷
地
区
民
が
同
額
を
投
一
日
本
の
土
、
農
家
の
戦
後
初
年
の
記
録

ま
で
約
二
百
五
十
句
閥
、
務
の
在
所
じ
、
昭
和
三
ー
十
五
年
五
月
修
理
が
で
一
日
本
の
活
路
(
松
岡
紀
椛
編
)

で
し
た
。
そ
し
て
、
と
の
麟
鳳
閣
(
き
ま
し
た
o

ム
「
は
屋
内
の
約
半
分
の
一
お
は
な
し
の
ほ
ん
(
加
十
円
里
子
)

り
ん
ぼ
う
か
く
)
は
新
谷
務
政
の
中
面
積
を
地
区
の
貴
重
な
資
料
の
展
示
一

一
あ
お
い
め
・
く
ろ
い
め
ο

ち
ゃ
い

枢
と
し
て
重
要
な
役
割
を
巣
レ
ま
し
場
と
し
て
活
用
し
、
学
校
教
育
社
一

た
o
建
物
は

J
T二
七
・
九
メ
l
ト
会
教
育
に
役
だ
て
て
い
ま
す
o
付

近

一

ろ

の

め

(

加

古

田

字

)

ル
、
一
方
は
入
母
屋
造
り
の
平
瓦
箆
は
往
時
を
し
の
ぶ
老
樹
や
池
が
配
さ
一

2

と
ん
ぼ
の
う
ん
ど
う
か
い

平
屋
建
で
溜
り
の
問
、
問
の
問
、
訪
れ
て
組
雅
な
閑
静
さ
は
麟
鳳
閣
の
価
一

3

わ
っ
し
ょ
い
わ
っ
し
ょ
い

見
の
間
等
、
ま
た
二
万
は
一
一
闘
の
直
値
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。
一

4

ど
ろ
ほ
う
が
っ
と
う

成
Jljj_L 

大

開

消
鶴
見
生
活

苦
一
一
タ
!
を
一
一
安

昭
和
五
十
年
度
、
大
洲
市
消
費
生
活
一
肱
南
地
区

モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
式
が
、
四
月
一
一
+
八
一
大
洲
一
区
谷
山
永
子
、
大
洲
一
区
半

日
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
回
美
代
子
、
大
別
十
四
区
西
岡
慶
子

乙
の
制
度
は
、
消
費
者
保
護
行
政
の
一
大
洲
十
七
区
庄
田
美
智
子
、
制
木
二

一
つ
で
、
消
費
者
の
意
見
や
要
望
な
一
十
一
一
京
医
森
永
岡
冊
子
、
柏
木
二
十
一

ど
を
吸
収
し
、
こ
れ
を
行
政
聞
や
業
界
一
東
区
白
石
成
子

に
、
反
限
さ
せ
る
仕
事
を
レ
て
い
き
ま
一
肱
北
地
区

す

。

一

土

地

蔵

西

区

神

岡

滑

子

、

大

黒

区

佐

健
全
で
合
理
的
な
消
費
者
活
動
を
促
一
々
山
和
子
、
常
磐
町
四
区
木
田
勢
伊

進
す
る
た
め
、
消
費
生
活
に
お
け
る
指
一
子
、
常
磐
町
六
の
二
区
吉
岡
伸
子
、

導
者
と
し
て
、
次
の
十
五
名
の
方
に
と
一
者
宮
中
の
二
区
中
野
イ
ツ
ミ

協
力
を
頂
く
と
と
に
な
り
、
今
後
の
活
一
川
土
地
区

動
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
o

一
北
口
出
(
区
藤
岡
シ
ズ
工
、
森
山
本
村
区

消
費
に
関
す
る
意
見
、
苦
情
な
ど
一
富
山
喜
一
六

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
地
区
の
モ
ニ
タ
一
川
下
地
区

ー
、
又
は
市
役
所
商
工
観
光
課
へ
ご
連
一
喜
多
山
下
組
区
山
本
ス
エ
オ
、
谷
米

絡

く

だ

さ

い

。

一

津

区

都

築

富

美

子

催
土
地
の
取
引
き
一
(
開
発
行
為
を
む
う
場
合
〕

や
開
発
行
為
を
行
一
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
五
万
平
方
一

う
場
合
に
は
、
法
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
開
発
行
為
を
行
う
場
一

律
等
に
よ
っ
て
「
一
合
は
市
長
、
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
一

屈
出
」
及
び
「
許
一
は
県
知
事
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
り
一

可

申

請

」

な

ど

必

一

ま

せ

ん

。

一

要
な
寸
続
き
を
行
一
ま
た
、

w
山
市
計
町
医
域
で
三
千
平
方
一
一

う
こ
と
に
な
っ
て
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
開
発
行
為
を
行
う
場
一
一

お
り
ま
す
。
一
合
は
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。
一
一

〔
土
地
の
取
引
き
一
(
優
向
宅
地
の
認
定
〕
一
時

を
行
う
場
合
〕
一
昭
和
四
十
四
年
以
降
に
購
へ
し
た
土
一

一
定
規
模
(
都
一
地
を
優
良
な
宅
地
と
し
て
供
給
す
あ
旨
て

市
罰
画
区
域
五
千
一
の
認
定
を
受
け
た
場
合
は
、
税
制
ト
の
?

平
万
メ
ト
ル
、
一
符
別
損
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
o

こ
の
認
一

そ
の
他
の
区
域
二
定
を
受
り
よ
う
と
さ
れ
る
万
は
、
造
成
一

万
平
方
メ
ー
ト
ル
一
面
積
に
応
じ
て
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
一

)
以
上
の
土
地
取
一
滴
は
市
長
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
は
一

引
き
を
行
う
場
合
一
県
知
事
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
、
一

は
、
回
知
事
に
居
一
な
お
、
手
続
き
等
に
つ
い
て
の
詳
細
一

出
な
け
れ
ば
な
ら
一
は
、
企
聞
広
報
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
ぐ

な
い
こ
と
に
丈
勺
一

7

チ
ム
一
だ
さ
い
。

て
お
り
ま
す
。
一

大
洲
病
院
医
局

充
実

神
社

T
E
L四
1
士
一
六
八
三

相
談
ご
と
案
内
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(2) 

が
大
切
で
す
。

委
縮
病
等
は
、
稲
の
本
葉
三
枚
乙

ろ
よ
り
感
染
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。そ

こ
で
と
の
時
期
に
メ
オ
ジ
ノ
ン

粉
剤
を
使
っ
て
苗
代
お
よ
び
周
辺
の

一
斉
防
除
が
必
要
で
す
。

い
も
ち
病
は
、
苗
代
肥
斜
の
過
多

や
雨
天
の
臼
が
多
い
時
、
山
間
部
の

苗
代
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
防
除
法

と
し
て
は
、
キ
タ
ジ
シ
P
粉
剤
を
散

布
し
ま
す
。

水
商
代
で
は
、
う
き
革
、
ア
オ
ミ

農

事

メ

モ

六
月
の
稲
作
管
理
に
つ
い
て

同

米
の
安
定
多
収
を
ね
ら
う
に
は
、

や
は
り
健
康
な
苗
づ
く
り
が
大
切
で

す
。
苗
代
管
理
の
良
し
悪
レ
が
米
の

収
量
決
定
の
重
要
な
要
因
と
な
る
か

ら
で
す
。
そ
と
で
商
代
の
病
害
虫
防

除
と
本
国
の
施
胞
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
苗
代
の
病
害
虫
防
除

問
代
で
の
病
害
虫
の
発
生
は
、
本

田
の
病
害
発
生
の
原
因
と
な
り
ま
す

特
に
委
縮
病
、
レ
ま
は
が
れ
病
は
苗

代
期
間
中
に
ワ
シ
カ
類
に
よ
っ
て
伝

染
さ
れ
る
の
で
、
乙
の
期
間
の
防
除

渡

り

初

め

盛

大

に

行

わ

れ

る

nu 
n
，h 

月
一
菅
団
地
区
住
民
が
待
ち
望
ん
で
い
た
忘
れ
ま
し
た
。
一
し
か
な
く
、
普
通
自
動
車
が
通
っ
て
も
一
安
全
に
な
っ
た
と
旭
区
住
民
か
ら
害
ば

5
一
逆
な
げ
歩
道
橋
が
完
成
、
五
月
十
三
日
一
現
在
の
橋
は
、
昭
和
+
年
に
架
橋
さ
一
歩
行
者
や
自
転
車
は
通
行
が
危
険
で
あ
一
れ
て
い
ま
す
。

年
一
一
午
前
十
時
か
ら
盛
大
に
渡
り
初
め
喜
一
れ
た
も
の
で
幅
員
空
一
一
・
五
メ
ー
ト
ル
一
り
、
豊
富
か
ら
歩
道
橋
新
設
の
強
一
乙
の
渡
り
初
め
は
交
通
安
全
協
書

一

一

い

要

望

が

続

け

ら

れ

て

い

ま

し

た

。

一

回

支

部

が

、

交

通

安

全

事

業

の

一

っ

と

A
H
U
E

一

一

5
一

一

完

成

し

た

歩

道

橋

は

、

昭

和

四

十

八

τて
行
い
ま
レ
た
が
、
渡
り
初
め
に
は

日

一

年

か

ら

二

年

継

続

事

業

と

レ

て

、

総

事

一

菅

田

保

育

所

園

児

を

は

じ

め

小

中

学

生

来

↑

一

業

費

二

千

五

百

五

士

一

万

五

千

円

、

長

一

と

一

般

住

民

な

ど

、

約

七

百

人

が

出

昭

三

三

了

有

『

メ

ー

ト

ル

、

幅

員

二

・

一

席

、

保

育

所

、

小

中

学

生

代

表

ら

が

テ

0
メ
ー
ト
ル
で
現
在
の
橋
に
鼓
行
し
て
一

l
プ
を
切
り
、
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
渡
り

新
レ
く
架
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
一
初
め
を
行
い
、
歩
道
橋
の
完
成
を
祝
い

乙
の
歩
道
橋
の
完
戚
で
一
般
通
行
は
一
ま
し
た
。

も
と
よ
り
、
特
に
児
童
生
徒
の
通
学
が

事聴

市
中
パ
レ
ー
ド
や
演
奏
会
開
く

完成した逆なげ歩道橋を渡り初めする園児たち

交
通
事
故
防
止
を
願
い

賠孟F何捗制ヲ忌.~ 2 3 1号

一

置

鷹

嶋

崎

直

直

滞

阿

川

団

阿

川

陣

旧

旧

一

一
昭
和
四
七
年
一
一
月
一
日
か
ら
昭
和
四
八
年
一
月
三
一
日
ま
で
一

一M

四

八

年

二

月

一

日

か

ら

μ

四
八
年
四
月
三

O
日
ま
で
↑

7

四

八

年

五

月

一

日

か

ら

μ

四
八
年
六
月
三

O
日
ま
で
一

7

四

八

年

七

月

一

日

か

ら

H

四
八
年
八
月
三
一
日
ま
で
一

7

四

八

年

九

月

一

日

か

ら

グ

四

八

年

九

月

三

O
日
ま
で
一

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

を

駆

除

し

ょ

ド
ロ
の
発
生
が
レ
ば
し
ば
見
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
水
を
落
と
す
方
法

も
あ
る
が
、
農
薬
で
は
モ
ゲ
ト
ン
を

全
面
に
散
布
す
る
と
効
果
が
あ
り
ま

す
o

。
本
田
の
施
肥
量

米
は
地
力
で
と
れ
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
地
力
は
急
に
良
く
な
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
は
り
前
々
か
ら
の
土
つ
く
り
が

必
要
で
す
。
地
力
と
は
腐
値
の
品
目
量

の
多
少
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
腐
植
は
有
機
質
を
施

用
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
多
く
な
り
ま

す
。
そ
乙
で
家
畜
糞
や
稲
ワ
一
フ
の
施

用
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
生
の
場

合
は
施
用
量
を
あ
や
ま
る
と
か
え
っ

肱川橋上を演奏ノfレードする大洲北中ブラスパンド

雑

草

公

宝口

て
稲
を
不
健
全
な
生
育
に
さ
す
こ
と

に
な
り
、
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
牛
糞

で
二
ト
ン
、
豚
糞
で
一
ト
ン
が
限
度

で
す
。
碓
カ
ル
は
稽
を
丈
夫
に
し
、

病
害
虫
の
抵
抗
力
を
つ
け
る
効
果
が

あ
り
ま
す
の
で
荒
起
レ
前
に
一
五
0

キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
施
用
が
必
要

で
す
。元

肥
と
し
て
は
、
高
度
化
成
を
普

通
植
の
場
合
は
三

O
t四
0
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
機
械
値
の
場
合
は
三

0
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
施
用
し
ま
す
。
な
お
、
ヲ

一
ブ
を
全
量
施
用
し
た
場
合
ゃ
、
ミ
ネ

ニ
シ
キ
を
栽
培
す
る
場
合
は
、
元
肥

を
一
割

t
一
一
割
多
く
施
し
ま
す
。

(
大
洲
農
業
改
良
背
及
所
)

つ


